
 
 
 

最優秀レジリエンス賞受賞 

スマートメディカルの受賞事例  

   ジャパン・レジリエンス・アワード(強靭化大賞）にダブル入賞 2015年3月15日  

仙台市民会館 

第1回国ジャパン・レジリエンス・アワード
(強靭化大賞）表彰式 

第3回国連防災世界会議 
 
国連防災世界会議は、国際的な防災戦略 
を策定する国連主催の会議です。第3回世
界会議は2015年以降の新たな国際防災の 
枠組を策定するため、東日本大震災の 
被災地である仙台で開催されました。 
 
 

天皇・皇后両陛下もご臨席されました 

第一回ジャパン・レジリエンス・ 
アワード（強靭化大賞） 

 

国連防災世界会議は、国際的な防災戦略 
を策定する国連主催の会議です。第3回世
界会議は2015年以降の新たな国際防災の 
枠組を策定するため、東日本大震災の 
被災地である仙台で開催されました。 
 
 

この賞は安倍内閣が提唱している国土強
靭化（ナショナル・レジリエンス）に関連して、
次世代に向けたレジリエンス社会を構築す
るために全国各地で展開されている国土
強靭化に資する先進的な活動を発掘、評
価し、表彰する制度です。第一回目の今年
は、全国の自治体、企業、教育機関、NPO
から208件の応募がありました。 
 

スマートメディカルは、ＩＣＴセルフケア事業
部：下地貴明取締役事業本部長）および  
ＰＣＣ事業部：足立信也取締役事業本部長
から2本の事業提案を行い、それぞれ最優
秀レジリエンス賞(医療・保健部門1社）、お
よび優良賞(32社のうちの1社）をダブルで受
賞しました。 

最優秀レジリエンス賞(医療・保健部門)受賞  
 

「日本人のメンタルを強靭化する ～音声感情認識技術を使った自殺予防と認知症対策～」 

優良レジリエンス賞受賞 
  

 

「医療による国土強靭化と地方創生  ～次世代型多診療科ヘルスケアモール開発事業～」 

日本人の20代～30代の青年の死亡原因の50％以上が自殺。 
また、うつ病患者は1,000万人を超えると推定されていま
す。 
 

音声から感情や気分状態を解析できる独自開発技術を使
い、メンタル不調から始まる病気の予防に役立てるアプ
リやシステムの開発事業を通じて、こころと身体の健康 
を促進し、国民を強靭化する事業開発が高く評価されま
した。 
 

東日本大震災でのフィールドスタディで精度を磨き上げ
た音声感情解析エンジン「Empath®」は、スマホやPCな

どの携帯端末とクラウド集積データを使って、有事の際 
にも減災に貢献できることから、医療・保健部門での最
優秀賞に選ばれました。 

もし通勤・通学・ショッピングの動線上に、信頼できる 
かかりつけ医が常勤する多診療科クリニックがあれば、 
病気は初期の段階で治療でき、重篤化を予防できるはず。 
 

またその多診療科クリニックが地域の拠点病院のサテ 
ライト機能を持っていれば、手術や入院が必要な急病時 
にも、すみやかに病院に受け入れてもらえるはず。 
 

さらに、もし再び大災害が起きた時でも、駅のそばや 
都心に多診療科クリニックと隣接する調剤薬局があれば、 
応急救護が必要な人々に必要な医師とお薬が命を救う 
ことができるはず。 
 

スマートメディカルが推進してきたPCC(ポータル・ケア・ 
クリニック）は、医療の視点から国土強靭化と地方創生に 
貢献していると評価されました。 

分かりにくかった顧客の潜在ニーズ 

が視覚化できるようになったことで、 

サービス向上につながります。 
 

 
 

事業者と消費者相互に貢献できる 

ことから、みやぎIT認定商品として 

認められました。 

   みやぎIT認定商品にダブル選定                  2013年10月18日  

こころコンパス®は、スマホに話しかけるだけ
で利用者の心の状態を計測するアプリ。 
 

 

メンタル状態解析エンジン”Empath™”を搭載、 

リアルタイムでメンタルデータを出力する, 

世界初のアプリです。 
 

スマートメディカルは、メンタル不全治療の 

治療をサポートする技術として開発に着手。 

2013年春にはベータ版「こころコンパス® 」を 

リリースしました。 

2011年3月11日に発生した東日本大震災。 東北の被災地では、仮設住宅で 

暮らす人々に寄りそう、被災者支援スタッフ達の心のケアが必要と考えられ 

ました。支援スタッフの中にうつなどのメンタル不全を訴える者が増え、自殺 

者まで出たからです。 
 

スマートメディカルは、被災地での雇用創出のために設立した100％子会社（SMC東北株
式会社）を通じて、NTTドコモと共同で3年間のフィールドスタディを行ってきました。 

                      

● 

このアプリケーションは、一日3回の音声レポートを記録

しながら気分状態やストレスの状態を可視化し、仲間 

同士や産業医がタイムリーに声掛けすることで、寄り添

いのきっかけを提供することができました。 

こころコンパス® は、産業医との連携

によりメンタルデータの解析と記録を

支援。その後一人の自殺者も出てい

ません。 

● 

オペレータの音声 

お客様は平静です。 

オペレーター 顧 客                        

顧客の音声 

スマートコールセンター®は、オペレータと顧客
の両方の気分状態を計測するソフトウエアです。 
 

お客様の気分が「見える」ため、怒ったお客様や 

不安なお客様の気持ちに寄りそった対応ができま
す。 
 

またコールセンター業務はストレスが高く、メン
タル不全などで退職するオペレータのケアに利用 

することができます。 

お客様が 困っている時は、 お客様が 怒っている時は、 

お客様が 平静な時は、 お客様が 喜んでいる時は、 

お客様の話をよく
聞きましょう。 
今は言い訳は 
してはいけません。 

ゆっくりと 
商品の説明や 
契約の話を 
進めましょう。 

お客様の話をよく
聞きましょう。 
解らないことを 
聞き出しましょう。 

きっぱりと 
商品の説明や 
契約の話を 
進めましょう。 

● 

● お客様の気分状態を、わかりやすい4色のカラー

とキャラクターの表情で直感的に伝えます。 
 

 

赤く怒った顔 ： お客様の怒りの原因を聞き出し、 

            丁寧に対応します。 

青く困った顔 ： お客様の不安の原因を聞き、 

            不安の原因を取り除きます。 

黄色い喜び顔 ： お客様が満足した瞬間です。 

緑色の普通顔 ： お客様は平静の状態です。 

みやぎ認定IT商品及び 
IT商品トライアル導入促進事業 
 
宮城県の情報産業のブランド化と振興を 
図るため，県内のＩＴ関連企業等が開発し 
販売する優良なソフトウェア商品を認定し，
その販路開拓を支援するとともに，県内 
企業におけるＩＴ利用の普及拡大を促す 
ことを目指した制度。 
 

支援内容 
 
（１） 「みやぎ認定ＩＴ商品」の認定 
（2） 「IT商品トライアル導入促進事業 
    補助金」の交付 
 

   認定商品のうち，「県内企業が認定 
   を受けた商品を試みに導入する場 
   合で，県内企業の負担がない場合」 
   に補助金の交付を受けることができる。  
 
   補助率 
   補助対象となる経費の２分の１以内  
   補助金限度額 ５，０００千円以内/年  
   補助対象期間 ２年以内  
 
宮城県ホームページ参照  

http://www.pref.miyagi.jp/ 
soshiki/jyoho-i/it-trial.html  

SMC東北株式会社                宮城県 震災復興/企画部 
代表取締役 柴﨑 望                   次長 小林 裕氏              

宮城県庁 

こころコンパス 

スマートコールセンター 

優良レジリエンス賞受賞 

提案責任者 
ICTセルフケア事業部本部長 

下地貴明 取締役  

提案責任者 
PCC ポータル・ケア・クリニック事業部本部長 

足立信也 取締役  




